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月間事故０へ！ 「急がず あせらず 無理しない 転倒防止の心がけ」 

                              

安
全
就
業
強
調
月
間
の
７
月
に
入
り
、職

場
や
地
域
の
見
守
り
活
動
で
も
、例
年
ど
お

り
交
通
安
全
や
安
全
就
業
へ
の
呼
び
か
け

が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

29
年
度
は
、
事
故
発
生
件
数
が
全
体
で

は
減
り
ま
し
た
が
、傷
害
事
故
や
賠
償
事
故

は
前
年
度
と
同
じ
件
数
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。特
に
傷
害
事
故
の
原
因
を
見
ま

す
と
、
自
転
車
乗
車
中
・
歩
行
中
を
問
わ
ず

転
倒
事
故
が
13
件
中
11
件
で
し
た
。
既
に

今
年
度
、都
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
も
転
倒
が
原
因
の
重

篤
事
故
が
数
件
発
生
し

て
い
ま
す
。 

月
間
の
合
言
葉
は
、
今

年
度
の
安
全
標
語
で
す
。 

「急
が
ず
あ
せ
ら
ず
無
理
し
な
い 

転
倒
防
止
の
心
が
け
」 

「時
間
に
ゆ
と
り 

心
に
ゆ
と
り
で
転
倒
防
止
！
」 

 

安
全
管
理
推
進
委
員
会
委
員
も
、皆
さ
ん

の
職
場
を
巡
回
し
、
交
通
安
全
・
安
全
就
業

を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。会
員
の
皆
様

の
月
間
事
故
０
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

今
年
は
、
気
象
庁
の
３
ヶ
月 

予
報
で
は
、
７
月
は
晴
れ
の
日 

が
多
く
、例
年
よ
り
も
気
温
が
高
い
日
が
多

い
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

「気
を
つ
け
て 

 

自
分
の
体 

自
己
管
理
」 

を
合
い
言
葉
に
、
熱
中
症
に

注
意
す
る
と
と
も
に
、
職
場

で
自
宅
で
、
日
頃
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
あ
い
、
暑

い
夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！ 

              

 

 

 

 

   公益社団法人 立川市シルバー人材センター 

会 報 

平成 30年(2018年) 

7月 10日発行 

発行人 越川康行 

会員数(平成 30年 7月 10日現在)  
1,558名(男 1,144名 女 414名) 

本部事務局 柴崎町 1－17－7 
042－ 527－ 2204 

錦支部 錦町 6－15－20 

042－ 528－ 8041 
砂川分室 砂川町 1－52－17 

042－ 534－ 3222 

≪熱中症予防のために気をつけましょう≫ 

  １ 「のどが渇いた」と感じたとき、すでに体は脱水状態です。 

屋内外を問わず、適度な休憩と水分・塩分補給を！ 

  ２ 「暑さには強いから」という過信は禁物！高齢者は暑さへ 

の感覚が鈍りがち･･･ネッククーラーなど予防グッズも効果的に 

使いましょう！ 

  ３ 睡眠も食事もしっかりとり、常に体調を整えることが大切です。 

7
月
は
安
全
就
業
強
調
月
間
で
す 

  
 
 
 
 
 
 
 

安
全
管
理
推
進
委
員
会 

委
員
長 

 

保
坂 

竹
正 
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会員増強にご協力を！ 特に女性会員を増やすことが事業の拡大につながります。 

 
平
成
30
年
度
定
時
総
会
開
催 

  

平
成
30
年
度
定
時
総
会
が
、
平
成
30

年
６
月
22
日
午
後
１
時
か
ら
た
ま
し
ん

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル(
市
民
会
館)

に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、 

清
水
立
川
市
長 

は
じ
め
ご
来
賓 

の
皆
様
か
ら
暖 

か
い
激
励
の
お 

言
葉
を
い
た
だ 

い
た
後
、
在
籍
・ 

地
域
貢
献
活
動 

功
労
者
・
安
全 

標
語
の
各
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、 

議
決
権
数
報
告
、
議 

長
選
任
を
行
い
、
議
事 

に
入
り
、
報
告
事
項
と 

し
て
「
平
成
29
年
度 

事
業
報
告
」
、
決
議
事 

項
と
し
て
「
平
成
29 

年
度
決
算
の
承
認
」
が 

 

審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認 

可
決
さ
れ
、盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
も
、
会

員
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に

よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
紙
面
を
お

借
り
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

田
代
会
員
、
在
籍
30
年
表
彰
受
賞 

  

田
代
勝
治
会
員
が
、
平
成
30
年
度
定

時
総
会
に
お
い
て
、
在
籍
30
年
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
田
代
会
員
は
、
百
貨

店
で
の
包
装
・
梱
包
作
業
や
配
布
作
業
に

長
く
就
業
す
る
と
と
も
に
、地
域
班
班
長

も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。今
後
も
健
康
に
留

意
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 
 
 

 

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中 

  

既
に
地
域
班
で
配
布
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
、
清
掃
や
植
木
剪
定
・
除
草
作
業
な
ど

一
部
の
職
種
に
お
い
て
会
員
が
不
足
し
、

欠
員
の
補
充
や
事
業
の
拡
大
が
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
地
域
で
の
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
希
望
し
て
い
る
方
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
い
た
方
に
、
是
非
、
セ
ン
タ
ー
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、入
会
説
明
会
へ
の
参

加
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す 

  

毎
月
、入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ご
近
所
・
お
知
り
合
い
の
方
で
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
会
員
登
録

を
お
考
え
の
方
や
、
事
業
の
内
容
を
知
り

た
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、左
記
の
日
時
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、会
場
の
都
合
に
よ
り
事
前
予
約

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

参
加
希
望
の
方
に
は
、
本
部
事
務
局

042-527-2204

へ
連
絡
す
る
よ
う
お
伝

え
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

記 
 

８
月
３
日(

金) 

砂
川
学
習
館 

８
月
８
日(

水) 

本
部
事
務
所 

８
月
15
日(

水) 

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム 

９
月
12
日(

水) 

本
部
事
務
所 

９
月
25
日(

火) 

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム 

 

説
明
会
の
開
始
時
刻
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
、
説
明
会
の
所
要
時
間
は

約
1
時
間
30
分(

登
録
手
続
を
行
う
と

約
2
時
間)

。
当
日
に
会
員
登
録
の
手
続

を
さ
れ
る
予
定
の
方
に
は
、
持
参
し
て
い

た
だ
く
物
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
予

約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 
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どんな仕事でも、休憩は体力・気持ちに余裕があるうちにとりましょう。 

(以下次号へつづく) 

                              

                              

     

設立 40周年記念〈１〉40年の歴史をふりかえって① 

 設立 40周年を迎え、会報では２回に分け、高齢者事業団から始まった 40年の歴史を振り
返ってみたいと思います。 

 

センターの歩み〔設立～平成 10年〕 

 昭和 51年(1976年) 

    ６月   立川市が東京都に対し高齢者事業団設立を要請 

 昭和 53年(1978年) 

    10月   立川市高齢者事業団設立 会員数 362名 

         事務所を立川市福祉会館内(柴崎町 5丁目)に置く 

 昭和 54年(1979年)  

    ５月   第１回定期総会開催 契約金額 14,463千円 

    ８月   「立川事業団だより」(現「シルバーだより」)創刊 

 昭和 55年(1980年) 

    ４月   シルバー人材センターとしての国の補助事業となる 

    12月   名称が「社団法人シルバー人材センター立川市高齢者事業団」となる 

 昭和 57年(1982年) 

    ５月   定期総会開催 契約金額１億円超える 会員数 402名 

    10月   事務所を柴崎町 1丁目 17番 7号に移転 

 昭和 61年(1986年) 

    10月   「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」施行 

         東京都が同法に規定する業務を行うものとして認可 

 昭和 63年(1983年) 

    ９月   定期総会開催 設立 10周年記念式典開催 

 平成元年(1989年) 

    ３月   契約金額 2億円を超える 会員数 500名突破 

 平成２年(1990年) 

    ４月   自転車リサイクル作業所開設 自転車リサイクル事業開始 

    ５月   砂川分室開設 

    ７月   名称が「社団法人立川市シルバー人材センター」となる 

 平成３年(1991年)  

    ９月   第 1次中長期事業計画策定 

 平成４年(1992年)  

    ４月   会員互助会設立 

    10月   第 1回会員作品展開催 

 平成５年(1993年)  

    ３月   契約金額 3億円を超える 

 平成７年(1995年)  

    ７月   地域班 13地区 38班体制で発足 

 平成８年(1996年)  

    ３月   契約金額 4億円を超える 多摩地区第 3位となる 

 平成９年(1997年)  

    １月   会員数 1,000名突破 

    ４月   西砂リサイクル事業所開設 

平成 10年(1998年)  

    ３月   契約金額 5億円を超える 

    ４月   羽衣ワークセンター開設 

    ９月   設立 20周年記念式典開催 
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熱中症注意！ 「無理しない 適度な休憩と睡眠で自己管理」をモットーに 

    

総
合
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

総
合
相
談
窓
口
で
は
、
会
員
の
皆
様
か

ら
の
就
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ

る
「
総
合
相
談
日
」
を
毎
月
１
回
開
設
し

て
い
ま
す
。
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。
な
お
、
９
月
・
11
月
に
は
、
砂
川

分
室
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

記 
 
 

８
月
８
日
、
９
月
12
日
、 

10
月
10
日
、
11
月
14
日 

 
 

い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で
。
相
談
時
間

は
30
分
。 

相
談
申
込
先 

  

本
部
事
務
局
総
務
係 

527

―220
4 

 

市
営
葬
儀
説
明
会
の
開
催 

当
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し
て

行
っ
て
い
る
市
営
葬
儀
事
業
を
市
民
の

皆
様
に
ご
紹
介
す
る
た
め
、市
営
葬
儀
説 

明
会
を
毎
月
最
終
友
引
の
日
に
立
川
市

斎
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。開
催
日
時
等 

は
斎
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

立
川
市
斎
場042-524-1998

 

 

配
分
金
振
込
日
の
予
定 

こ
れ
か
ら
の
配
分
金
の
振
込
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

 

7
月
分 

8
月
20
日(

月) 

 
 

8
月
分 

9
月
20
日(

木) 

 
 

9
月
分 

10
月
19
日(

金) 

 

10
月
分 

11
月
20
日(

火) 

 
会
費
納
入
の
お
願
い 

セ
ン
タ
ー
及
び
会
員
互
助
会
会
費
は
、

就
業
・
未
就
業
に
関
わ
ら
ず
、
会
員
と
し

て
登
録
し
て
い
る
間
は
年
度
ご
と
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
年
度
の
会
費
は
規
程
に
よ
り
毎
年

度
３
月
末
日
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
30
年
度
の
セ
ン
タ
ー
及
び

会
員
互
助
会
会
費
を
本
部
事
務
局
及
び

砂
川
分
室
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
29
年
度
の
会
費
も
納
め
て
い
た
だ

い
て
な
い
場
合
は
、
２
年
度
分
の
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
退
会
し
た
い
方
は
、
お
手
許
の

会
員
証
を
本
部
事
務
所
も
し
く
は
砂
川

分
室
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

交
通
事
故
傷
害
保
険
の
取
扱
い
終
了 

  

会
員
の
皆
様
に
は
前
号
の
会
報
で
も

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、交
通
事
故

傷
害
保
険
の
取
扱
い
は
５
月
15
日
を

も
っ
て
終
了
し
て
お
り
ま
す
。 

新
た
に
「
サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」
の
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
保
険
の
申
込
み
は
会
員
個
人
が

保
険
引
受
先
と
直
接
行
う
こ
と
と
な
り
、

事
務
局
で
は
取
扱
い
い
た
し
ま
せ
ん
。 

保
険
内
容
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
持
ち
で
な
い
方 

で
保
険
内
容
を
確
認 

し
た
い
方
は
、
本
部 

事
務
所
も
し
く
は
砂 

川
分
室
で
案
内
パ
ン 

ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
受 

け
取
り
く
だ
さ
い
。 

 

会
報
編
集
協
力
員
の
募
集 

  

会
報
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
は
、
会
員
の

皆
様
へ
の
情
報
提
供
と
就
業
や
活
動
の
紹

介
、
会
員
の
交
流
等
を
目
的
に
、
年
４
回
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
会
報
を
事
務
局
と

と
も
に
掲
載
記
事
の
内
容
や
紙
面
構
成
な

ど
の
作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
者
は
、
本
部
事
務
局042-

527-2204 

担
当 
広
瀬
ま
で
ご
連
絡
願

い
ま
す
。 

                              

お

知

ら

せ

コ

ー

ナ

ー 

編 

集 

後 

記 
 

今
年
は
初
め
て
６
月
中
に
梅
雨
明
け

と
な
り
、
暑
さ
が
一
気
に
や
っ
て
き
た

感
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
「
猛
暑
の
夏
」

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
暑
さ
へ
の
対
策

が
例
年
以
上
に
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

さ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
40
周
年
記
念
事

業
も
い
ろ
い
ろ
と
企
画
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
事
業
拡
大
に

協
力
さ
れ
た
多
く
の
会
員
の
皆
様
へ
の

感
謝
と
と
も
に
、
記
念
の
年
を
祝
い
、
楽

し
み
、
そ
し
て
未
来
に
繋
げ
て
い
く
。
そ

ん
な
１
年
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

（ 

事
務
局 

） 

       

訃 

報
（
敬
称
略
） 

 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

錦 

町 

第
２
班 

田
中 

綾
夫 

羽
衣
町 

第
１
班 

山
本 

正
啓 

曙 

町 

第
１
班 

田
辺 

伸
治 

幸 

町 

第
２
班 

深
谷 

光
男 

砂
川
町 

第
２
班 

太
田 

靖
敏 

 
  

 
 
 
  

 
 

駒
見 

敦
子 

砂
川
町 

第
４
班 

馬
場 

豊
次 

 
  

 
 
 
 
  

 

吉
沢 

直
樹 


